
線形代数 II演習 第 3回

課題 3.1. v1 =

(
2

2

)
, v2 =

(
1

−3

)
はR2の 1組の基底となることを示し,

v =

(
7

2

)
を v1, v2の線形結合で表せ.

課題 3.2. v1 =

1

0

1

, v2 =

1

1

0

, v3 =

0

1

2

 はR3の 1組の基底となるこ

とを示し, v =

3

1

5

 を v1, v2, v3の線形結合で表せ.

課題 3.3. 次の線形空間W の次元と 1組の基底を求めよ.

W = {x ∈ R4 |x1 + x2 − x3 + x4 = 0, 3x1 + x2 + 2x3 − x4 = 0}



微積分 II演習 第 3回 レポート

レポート 3.1. V = R[x]3とする. 次の 4個のベクトル

1, x, x2, x3

は 1次独立であることを示せ.

レポート 3.2. 次の線形空間W の次元と 1組の基底を求めよ.

(1) W =

x ∈ R5

∣∣∣∣∣∣∣
1 1 1 1 1

1 −1 1 0 2

2 1 2 −1 5

x = 0


(2) W =

{
f(x) ∈ R[x]3

∣∣∣∣ f(1) = 0, f ′(1) = 0

}

レポート 3.3. (発展課題 ) 定理 3.1を証明せよ.
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